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○認定外道路・私道整備工事補助金交付要綱 
平成17年５月１日 

告示第110号 

改正　令和３年４月１日告示第468号 

令和４年４月１日告示第130号 

（趣旨） 

第１条　この要綱は、三条市補助金等交付規則（平成17年三条市規則第41号）の規定に基づ

き、認定外道路・私道整備の促進を図り、生活環境の向上に寄与することを目的として、

認定外道路・私道の整備工事に対し補助金を交付することに関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（補助金の交付対象） 

第２条　補助金の交付の対象とすることができる認定外道路・私道整備の工事費（以下「工

事費」という。）は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

(1)　道路改良工事（拡幅、突角切除、屈曲改良、側溝） 

(2)　道路擁壁工事（コンクリート、ブロック積、板柵） 

(3)　道路維持工事 

(4)　道路舗装工事 

(5)　その他市長が特に必要があると認める認定外道路・私道整備に係る工事 

（補助金の交付） 

第３条　市長は、工事を施工するもの（以下「施工者」という。）に対し予算の範囲内にお

いて補助金を交付することができる。 

２　補助金の額は、毎年度市長が別に定める補助基準工事費の10分の５以内とする。ただし、

当該工事費が補助基準工事費に満たないときは、当該工事費の10分の５以内とする。また、

補助金の額に1,000円未満の端数があるときは、これを切り捨てた額とする。 

３　補助金交付申請後、工事変更による工事費の増額があっても、補助金の増額はしない。 

（補助対象認定申請） 

第４条　補助金の交付を受けようとする施工者は、あらかじめ毎年度市長が別に定める期間

内に、様式第１号により次年度補助対象認定申請を市長に提出しなければならない。 

２　市長は、前項の申請があった場合は、その内容を審査し、様式第２号によりその結果を

当該申請者に通知しなければならない。 

（補助金の交付申請） 
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第５条　前条の規定により補助金交付対象の認定を受けた施工者は、市長の指定する日まで

に補助金交付申請書に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。 

(1)　位置図、工事計画平面図（縮尺500分の１）及び計画標準断面図（縮尺30分の１～50

分の１） 

(2)　地域代表者の誓約書（様式第３号） 

(3)　道路用地所有者その他関係ある者全員の工事施工に関する同意書 

（工事完了届） 

第６条　施工者は、工事を中止し、又は完了したときは、速やかに市長に届け出なければな

らない。 

２　市長は、前項の規定による工事完了届（様式第４号）を受けたときは、速やかにしゅん

工検査の上、補助金の額を確定するものとする。 

附　則 

（施行期日） 

１　この要綱は、平成17年５月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この要綱の施行の日の前日までに、合併前の栄町公共土木事業実施補助基準規則（昭和

61年栄町規則第２号）、三条市私道舗装工事補助金交付要綱（昭和52年三条市制定）又は

下田村道路工事等補助交付要綱（平成16年下田村制定）の規定によりなされた手続その他

の行為は、それぞれこの要綱の相当規定によりなされた手続その他の行為とみなす。 

附　則（令和３年４月告示第468号） 

（施行期日） 

１　この要綱は、告示の日から施行する。 

（経過措置） 

２　この要綱による改正前の様式により使用されている書類は、改正後の様式によるものと

みなす。 

附　則（令和４年４月告示第130号） 

この要綱は、告示の日から施行する。 
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様式第１号（第４条関係） 

様式第２号（第４条関係） 

様式第３号（第５条関係） 

様式第４号（第６条関係） 


